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(5) 家 森 武 夫 :
a)結核初感染､粟粒樟核痘並びに肺結核症発生に関する病理学的研究0 日本体質学報誌 12番,2号 (1943)
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我 }{の得 た9例の臨床経過並びに主な病理学的所見 は第1表に示す通 りで ある｡
夢 1表 臨床経過と主要病埋解剖所見
例 剖綾香.早 姓 名年令性 臨 床診 断 Strept0-myCln投輿全景 臨床経過 (死亡迄の期間) 主 な 病 理 解 剖 月斤見
1 7295谷 口鰭 核 性脳 膜 炎 1g 麗疹発病後15日意鼓障碍発現後3日 柿,肝,牌,腎 に僅少の粟粒錯節撒布.1年4ケ月8 - 左肺初感染巣,左肺門蔀淋巴腺乾酪泉鯖核性脳膜炎.
2 7315進 藤498 左 腎 脱 7g 発熱,血尿1ケ年前,その後副柿,肝,牌,莱粒結節撒 布 .右腎,看輸放管,副等
畢丸,粘系結核症発生す 丸,前立腺,精褒l/{乾酪性髄核症.歩痕性乾
結 核 (筋肉内)胸部レ線像_異常なし(39日嗣)酪性勝肪炎勝批周囲蜂窟敢炎.左肺,多発性
r]巽 .iL不口亥症10日的 小葉性乳 -.i.多 -性小三空洞形成. 血症.
3 7317 岡 部鰭 核 催 12g 発熱後38日 柿,碑措F,腎,小腸,林 巴腺莱粒髄節撒布_右師上乗中央部(/て初感染-温_右肺門部一杯巴腺乾酪巣.結節撒布 並に牝脆性乾酪性脳膜炎.脳実質内乾酪泉 .4早 脳 膜 炎粟粒鰭核 → 頓吐発生後28日意識痛濁 5
前 久 保218 緯 亥性 8ケ月前結核性脳膜炎症欺 左右肋膜繊維性乾告別生癒着.柿,肝,牌,腎,鰭節粗布.右肺門部気管分岐部及腹rFTl内淋巴腺乾酪イ七.結核性脳膜炎及脳実質内乾酪果4 7319 脳 膜 炎右肺結核 log 発生す.StrナPtOmy㌧in全室10g.(/7:て鰭癒す.34日前より頭
メ正 嘩_冬空些竺症耽再発す
5 7324 畠 山結 核 性脳 膜 炎 17.15g 発熱後2ケ月唱吐発生後12日 右肺門却嵐香首画商淋巴腺乾酪免.同着束管分岐内破開.右肺下葉下石灰イヒ初感染=艶
3早 (監歪雷ノ 右中葉無束肺,2,3の乾酪農,束管碇の狭窄.肋膜癒着.右肺及腸間膜淋巴腺僅少の鰭八-JT- 土一 ヽ吐-火A 火壁.鯖 次J'-脳 呆9<及BP<.
3 脳 膜 炎 ｣ 巣.柿,肝,牌,腎L/TL粟粒億節撒布.
8 莱粒髄核 鯖核性脳膜炎及脳実質内乾酪巣及脳炎.
7 7333清 永 結 核 性脳 膜 炎 約50g 発熱後5ケ月年ー 大腸粘降下石衣ノ化艦莫大.結節.右肺共部乾20 嘔吐,頭痛 等の症状発生後酪農の軟一化. 師上薬,肝,牌の僅少の鯖節8 5ケ月余 布. 覇核性脳膜炎及脳炎.
8 7347古 河 聴 核 性脳 膜 炎 47g 発熱後約4ケ月 右肺下葉上部石衣ノ化初感染乾酪展,右肺 ､19 低 調 )頭痛生後114日 汲局 性カタル性肺炎.右肺門覇,陽間膜盲? 項部硬直発現後99日 巴腺乾酪4ヒ.鯨核性脳防炎及脳炎.
9 7351首 村 縮 核 性脳 膜 炎 42g 痩せ始めてより7ケ月レ線上,粟粒 結核症 を発見後5ケ月頭痛,唱吐発生後5ケ月 束管枝肺炎.右肺門部束管分岐部淋巴腺乾
以上の 病理学所見で明 らかな枝 に血行撒布の原因 となった所の 乾酪 性病巣 は多 くの場合肺門部乃至
束管分岐部の淋巴隙結核巣である (第1,3,5,6,8,9例)o この他 同時に腹腔内の種 々の場所の淋巴腺 に乾
髄巣が発見せ られ るもの もある (第4例 )0
艶2例では泌尿生殖器 (管,輸尿管,前立腺.精嚢,副等丸.)の乾酪 性病巣 よ り血行撒 布を起 した
もの と息 捻れ る｡ しか し比の例では其 の他死亡前 に謄既壁及び其の周囲の贋範 な蜂葛織炎が発生 し,
これ より輸捗による肝, 牌等の限局性壊死凝及び肺 に多発性 に崩壊 に傾 く限局性壊症巣が見出 され る
ものである0
第7例では右肺尖部 の軟化性乾酪巣 (6×7mm)と其の周囲の小乾覇巣がみ られ る｡ その他大腸粘膜
下に石衣化 した麻莫大の結節が認 められ､これが貴 も古 い と考 えられ る結核病巣で,初感染 と鹿定せ ら
れ るo この病巣 と右肺尖部の軟化性乾酪巣 との関係 は不明であるが, 此の病巣 は繊維性の被膜形成 は
認 め られ ない○ 少量の亘細胞及び欝上皮細胞 と小 円形細胞浸潤が多い結核病巣 は直凄周囲の肺粗描 に
移行 している○ 基洞に接する乾酪物 は勿論染 色性の消失がみ られ るが､之 に接 して核崩壊物質 を認め
る部分 は極 めて僅かで､ 更にその周囲の乾酪化部内では小 円形細胞の浸潤が著明で,内部の小血管或













































められる (第5,6,7,8例).これ等の例 も亦 Streptomycinの投輿の比較的長いものである｡
143
第 2表 肺,肝,輝,腎の組織学所見
例 剖検番号 カタル性肺炎 笛蒜驚 他 の 肝 の 所 見 碑の.結 節撒布 腎 の .結 節 撒 布皮質の円形細胞浸潤
1 7295 - _I-
カタル性 肺 炎 (僅少) + (結露僅少)
2 7315-出血.限局性多 + 敗血症による多数の限局性壊死 1- 高度の乾酪性腔腎東発性′J､壊痕.小 他に多数の隈葉性乾酪肺炎. 局性壊死
3 7317 +軽度のれタ7L,性肺炎.′J､田_也.カ ル _-I- 鮎 欺 出 血 + (鰭｣一節)
4 7319 - + -
5 7324 軽度の小葉中心部脂肪出現 - -
6 7332 /J､菓中心部壊死及び軽度の 性脂肪▲出現 ｣_ 1-(指 節)
7 7333 中応､性指肪出現.軽慶の′J菓中心部壊死 + - (髄節なし)所々に於ける紹虞汎な小田形新明包浸潤
8 7347右肺尖部限局性 カタル性肺炎.一般的に肺水腹 軽度のカタル性肺 炎 . もー㌻卜l 中心性脂肪出現小葉中心位壊死肝細胞萎縮 - -
9 7351 - ー一言 ~て雇節少 し)-Ⅰヽ-i-1.高度のカタル性
第3,8例で は脳底部 とSilvi氏港 に於 ける脳膜の潤渇が張度で肉眼的 に化膿性乾酪性湊 出 を認 め られ る
又 ､第1例 はStreptorpycin使用1gにて其 の効果 の無硯せ られ る例 で あるが.脳膜 の浮腫 と潤潤が抜 く脱
底部 には衣 白色粟粒大結節の撒布が認 め られ た｡ しか しなが ら其 の他 の例 で は-紋 的 に脳 底 部 に 五三て
も潤渇 の程度 が弱 く.殊 に脳 回樽表面 の脳膜 に於 てIJま湊 出性 の現 象が僅 少で ある｡ 掠れ に僅 少の結節
の撒布 が認 め られ るの みで ある (第6,7例)｡か様 な結節撒 布 と掴渇 の僅少な例 に於て も脳底部脱藩 の
詳細 な検 査に よ り､稽 大 きい衣 白色乾覇性 の病巣が認 め られ ることが多い (第3,4,5,6,8,9例等)○又､脳
膜 に填 す る脳実質 円に充血 (第8,9例) 辛,小乾寵巣 を認 める ことが ある (第4,7例)｡ これ等の脳膜及
び脳実質 円の組綬像 は第3表 に示 す通 り`で あ る｡
第 3蓑 脳隈及び脳異質の組織像






6 7332脳底部脳港内脳院の著名な大小円形細胞の浸潤と,その乾酪性壊死.高度の充血 脳底吾郎顔湛e/{妻妾する脳実質内の限局性の蘭蔓性の著明な珊月'&浸潤,同乾酪一化及び血管周囲円形細胞浸潤.一部分醐 鮭要素の資性及び軟他
7 733 大円形細胞乃至/1､四形細胞の浸潤 - 脳隈L/{接する脳実質内の(中 心部&7:乾酪牝を有する)増殖償う結節.美質内の血管周囲性細胞浸潤
























脳港内脳膜の乾酪性炎 と脳実質の変化 (脳炎乃至乾番巣形成) は主要な死の直接原因であると考えら
れるが, 此の脳溝の限局性の著明な結核性脳膜脳炎の発現の時期的相違によらて死亡の時期が異るこ
とになる｡従って Streptomycinの投輿全量が左右せられるため肺,肝,牌､腎等の粟粒結節の撒布














有するか. 成 仏は叉肉眼的に全 く之を認め得ないことが多いOそして何れの場合にも粟粒結節は増殖
性であり､張いう繊維形成の傾向を示してゐる｡ このうち中心部に/ト乾酪巣を有するや i大きい結節が


























































































鳶 藁 故 明
算1図 ;界3例 (7317)岡部4才 8,脳膜の細胞浸潤､脳
実質内の乾酪性壊死及び その周囲の著明な細
胞浸潤､ 脳実質内細血管の充血と細胞浸潤｡








軟化症が同時に認められることがあるといわれている｡ この記載は殆んど我 Jkの現在みている Strep
tomycin按輿の結核性脳膜脳炎の所見に-一致 している｡そしてStreptomycinの影響によって結核悼
病変が脳英貨に波及するという事実は, 以前から知 られていた慢性局所性の結核性脳膜脳炎の場合と


















部に於ける限局性結核性脳膜炎の発生が比較的早期に現すして これが致死的に作用した もので,か 1る
例では Streptomycinの投輿量 も比較的少 く､上梓,牌.肝､腎等の粟粒結節の撒布 も (経過の長いも
のに比し)高度である｡
これに反 して致死因子としての限局性結核性脳膜脳炎が遅れて発生し､長 く生存したものではStrep
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